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歯学部卒業生を代表してお礼のことばを述べる馬
マ

さん

タ
ッ
セ
ル
を
右
か
ら
左
へ 

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る

２
０
２
５
年
度
松
本
歯
科
大
学
卒
業
証
書
授
与
式
並
び
に
学
位
記
授
与
式

　

２
０
２
５
年
度
松
本
歯
科
大
学
の
卒
業
証
書
授
与
式
並
び
に
学
位
記
授
与
式
が
２

月
５
日
（
木
）、
本
館
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
歯
学
部
卒
業
生
62
人
と
大
学
院
歯
学
独

立
研
究
科
博
士
学
位
取
得
者
12
人
が
晴
れ
や
か
な
表
情
で
式
に
臨
み
、
ご
家
族
や
法

人
役
員
、
恩
師
ら
に
見
守
ら
れ
、
歯
科
医
療
人
と
し
て
ま
た
社
会
人
と
し
て
、
希
望

を
胸
に
新
た
な
世
界
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。

感謝と責任を胸に真の歯科医療人をめざす

（
敬
称
略
）

◇
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ト
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井　

祐
太

　

箕
浦
史
絵
菜

　

萩　

清
乃

◇
活
動
賞

　
第
49
回
卒
業
準
備
委
員
会

　

箕
浦
史
絵
菜（
委
員
長
）

　

武
井　

祐
太

　

井
口　

創
太

　

河
合　

俊
明

　

小
関　

小
春

　

千
葉　

紗
記

　

鄭チ
ョ
ン　

煕フ
ィ

　

馬マ　

維イ

ト

ウ彤

◇
皆
勤
賞

　

青
木　

萌も

ね音

　

石
田
ゆ
つ
き

　

蔡サ
イ　

慈　ジ

　オ
ン恩

　

箕
浦
史
絵
菜

◇
精
勤
賞

　

馬マ　

維イ

ト

ウ彤

誉
れ
高
き

受
賞
者
の
皆
さ
ん

歯学部学生表彰
卒業生12名の
努力を称える

第4学年
共用試験CBTを実施

臨床実習前の
コンピュータを用いて

知識の総合的理解力を評価

Ｃ
Ｂ
Ｔ
事
前
説
明
会

　

２
０
２
５
年
度
の
医
療
系
大
学

間
共
用
試
験
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（Com

puter 
Based Testing

）
本
試
験
が
２
月

４
日
（
水
）、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
イ

ン
校
友
会
館
１
０
１
教
室
に
お
い
て

実
施
さ
れ
、
第
４
学
年
生
45
人
が
受

験
し
た
。

　

共
用
試
験
は
、
歯
科
医
師
免
許
を

有
し
な
い
歯
学
生
が
臨
床
実
習
に
お

い
て
医
行
為
を
行
う
に
当
た
り
、
必

要
な
知
識
・
技
能
・
態
度
を
十
分
に

備
え
て
い
る
か
を
事
前
に
確
認
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
試

験
で
あ
る
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
用
い
て
知
識
の
総
合
的
理

解
力
が
評
価
さ
れ
る
。

　

試
験
は
６
ブ
ロ
ッ
ク
（
各
ブ
ロ
ッ

ク
１
時
間
）
で
構
成
さ
れ
、
単
純
５

選
択
肢
択
一
問
題
、
多
選
択
肢
２
連

問
、
順
次
解
答
２
連
問
お
よ
び
４
連

問
な
ど
、
形
式
の
異
な
る
問
題
が
合

計
３
２
０
問
出
題
さ
れ
た
。
学
生
は

計
６
時
間
に
及
ぶ
長
時
間
の
試
験
に
、

緊
張
感
を
保
ち
な
が
ら
終
始
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

　

関
係
各
位
の
多
大
な
る
ご
協
力
に

よ
り
、
本
試
験
を
滞
り
な
く
実
施
で

き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
、
本
学
で
は
受
験
生
の
服
装
を

登
院
用
白
衣
に
統
一
し
て
お
り
、
こ

の
点
に
つ
い
て
も
、
学
生
の
真
摯
な

受
験
態
度
と
併
せ
て
、
共
用
試
験
実

施
評
価
機
構
か
ら
派
遣
さ
れ
た
監
督

者
よ
り
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

共
用
試
験
は
昨
年
度
よ
り
公
的
化

さ
れ
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
受
験

資
格
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
の
大
学

で
統
一
さ
れ
た
合
格
基
準
に
基
づ
き

評
価
さ
れ
て
い
る
。Student Den-

tist

に
法
的
な
裏
付
け
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
で
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
が

一
層
促
進
さ
れ
、
卒
前
・
卒
後
を
通

じ
た
一
貫
し
た
歯
科
医
師
養
成
シ
ス

テ
ム
の
確
立
に
つ
な
が
り
、
社
会
に

求
め
ら
れ
る
歯
科
医
師
の
育
成
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
小
委
員
会　

委
員
長

解
剖
学
講
座　

教
授　
　
　　
平
賀　

徹
）

　

２
０
２
５
年
度
に
お
い
て
学

業
や
活
動
で
優
れ
た
成
績
や
功

績
を
残
し
た
歯
学
部
卒
業
生
の

表
彰
が
２
月
５
日
（
木
）、
卒

業
証
書
授
与
式
並
び
に
学
位
記

授
与
式
の
中
で
行
わ
れ
た
。

　

学
業
成
績
優
秀
者
に
贈
ら
れ

る
矢
ヶ
﨑　

康
特
別
賞
に
１

人
、
矢
ヶ
﨑　

康
賞
に
３
人
、

ま
た
活
動
賞
に
８
人
、
皆
勤
賞

に
４
人
、
精
勤
賞
に
１
人
が
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
。

　

歯
学
部
学
生
表
彰
規
程
に
よ

る
表
彰
者
の
選
考
基
準
は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。「
矢
ヶ
﨑　

康
特
別
賞
」
＝
各
学
年
に
お
い

て
学
業
成
績
が
平
均
点
90
点
以

上
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
た
者
、

「
矢
ヶ
﨑　

康
賞
」
＝
在
学
中

の
平
均
点
80
点
以
上
の
者
、「
活

動
賞
」
＝
学
術
文
化
活
動
な
ど

で
顕
著
な
活
動
を
し
た
者
や
団

体
、「
皆
勤
賞
」
＝
最
短
修
業

年
限
及
び
こ
れ
に
準
じ
無
欠
席

で
卒
業
し
た
者
、「
精
勤
賞
」

＝
欠
席
日
数
が
３
日
以
内
で
あ

っ
た
者

　

晴
れ
着
の
上
に
黒
い
角
帽
と
ガ
ウ
ン
を
ま

と
っ
た
歯
学
部
卒
業
生
は
、
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
、
中
村
浩
彰
歯
学
部
長
に
一
人
ず
つ
名

前
を
呼
ば
れ
て
ス
テ
ー
ジ
前
へ
と
進
み
、
宇

田
川
信
之
学
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
っ

た
。
全
員
が
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
と
一
斉

に
、
角
帽
の
右
側
に
下
げ
た
紫
色
の
タ
ッ
セ

ル
を
左
側
に
移
動
さ
せ
、
卒
業
の
証
し
と
す

る
儀
式
を
し
た
。
大
学
院
の
学
位
記
授
与
式

で
は
、
大
学
院
生
が
感
慨
深
げ
な
表
情
で
、

平
岡
行
博
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
長
か
ら

学
位
記
を
受
け
た
。

　

式
で
あ
い
さ
つ
し
た
矢
ヶ
﨑　

雅
理
事
長

は
、
歯
学
部
卒
業
生
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
を

た
た
え
、
そ
の
上
で
学
生
た
ち
が
歯
科
医
師

に
な
る
た
め
の
勉
強
に
追
わ
れ
、「
本
当
に

素
晴
ら
し
い
人
間
に
な
る
」、
と
い
う
人
生

で
最
も
大
切
な
こ
と
を
学
べ
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
の
危
惧
を
示
し
、「
た
く
さ
ん

の
本
を
読
ん
で
も
う
一
回
、
今
か
ら
学
ん
で

ほ
し
い
」「
世
の
中
は
厳
し
い
。
死
に
物
狂

い
で
一
分
一
秒
を
大
事
に
し
て
学
び
続
け
、

最
高
の
歯
科
医
師
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
が
私
の
心
か
ら
の
お
願
い
で
す
」
と
言
葉

を
か
け
た
。

　

本
学
理
事
（
特
命
）
で
特
命
教
授

で
も
あ
る
飯
島　

勲
内
閣
官
房
参
与

は
「
超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
る
日
本

に
お
い
て
歯
科
医
療
の
重
要
性
は
増

す
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ん
は
必
ず
や

こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
を
力
強
く
支

え
る
存
在
と
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょ
う
」
と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

　

宇
田
川
学
長
は
、
歯
学
部
卒
業
生

の
大
半
が
入
学
し
た
２
０
２
０
年
４

月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、

異
例
続
き
の
学
生
生
活
の
始
ま
り
だ

っ
た
こ
と
を
振
り
返
り
つ
つ
、「
お

ご
る
こ
と
な
く
謙
虚
に
、
生
涯
に
わ

た
り
新
し
い
知
識
と
技
術
を
取
り
入

れ
、
立
派
な
歯
科
医
師
、
研
究
者
と

し
て
成
長
、
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

歯
学
部
卒
業
生
代
表
の
あ
い
さ
つ

は
台
湾
出
身
の
馬マ　

維イ

ト

ウ彤
さ
ん
が
務

め
、「
私
た
ち
は
本
日
卒
業
し
、
や

が
て
歯
科
医
師
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
み
始
め
ま
す
。
進
む
道
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
そ
の
根
底

に
は『
よ
き
歯
科
医
師
と
な
る
前
に
、

よ
き
人
間
た
れ
』
と
い
う
創
立
者 

矢
ヶ
﨑　

康
先
生
の
教
え
が
あ
り
ま

す
。こ
の
言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

少
し
で
も
誰
か
の
力
に
な
れ
る
よ
う

努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
感
謝
と
決
意
を
述
べ
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩

　

今
月
号
で
は
﹃
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
﹄
３
月
６
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」
よ
り
、﹁
冬
の
解
散
が
『
異
例
』
と
い
わ
れ
る
理
由
を
君
は

知
っ
て
い
る
か
」
の
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

冬
の
解
散
が
『異
例
』と
い
わ
れ
る
理
由
を
君
は
知
っ
て
い
る
か

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
理
事
（
特
命
）　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

　

本
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
る
読
者
の

皆
さ
ん
は
、
す
で
に
総
選
挙
の
結
果

も
ご
存
じ
で
、
新
し
い
内
閣
へ
の
期

待
が
膨
ら
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
私
が
執
筆
し
て

い
る
今
は
、
選
挙
戦
が
よ
う
や
く
中

盤
に
差
し
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
報

道
各
社
の
情
勢
分
析
も
出
始
め
て
い

る
も
の
の
、
さ
す
が
に
結
果
ま
で
は

分
か
ら
な
い
。
超
短
期
決
戦
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、
直
前
の
新
党
結

成
な
ど
、
今
回
の
選
挙
は
異
例
ず
く

め
で
予
想
が
難
し
い
。

　

１
月
解
散
～
２
月
投
開
票
と
い
う

日
程
は
、
現
行
憲
法
下
で
行
わ
れ
る

衆
院
選
で
は
今
回
で
３
回
目
だ
と
い

う
。
過
去
２
回
は
１
９
５
５
年
の
鳩

山
一
郎
内
閣
と
90
年
の
海
部
俊
樹
内

閣
で
の
解
散
だ
。
36
年
前
の
海
部
内

閣
の
解
散
の
と
き
は
、
私
も
政
治
の

世
界
に
入
っ
て
い
た
が
、
真
冬
の
選

挙
は
非
常
に
大
変
だ
っ
た
と
い
う
記

憶
が
あ
る
。
投
票
日
に
有
権
者
が
安

全
に
投
票
所
に
足
を
運
ぶ
た
め
の
準

備
も
大
変
だ
。
投
票
終
了
時
刻
を
繰

り
上
げ
る
地
域
も
相
次
い
だ
。

　

雪
国
で
な
く
て
も
、
２
月
は
受
験

シ
ー
ズ
ン
の
真
っ
た
だ
中
。
学
校
の

体
育
館
な
ど
が
投
票
所
に
使
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
教
育
現
場
と
の

調
整
も
い
つ
も
と
は
違
う
苦
労
が
あ

っ
た
と
思
う
。
若
年
層
の
政
治
参
加

を
促
す
た
め
に
、
選
挙
権
年
齢
を
18

歳
に
下
げ
た
の
は
い
い
が
、
受
験
を

眼
前
に
控
え
た
若
者
た
ち
が
投
票
に

来
て
く
れ
る
か
は
、と
て
も
心
配
だ
。

　

し
か
も
、
今
回
の
選
挙
は
解
散
か

ら
投
開
票
ま
で
わ
ず
か
16
日
間
の
超

短
期
決
戦
。
投
票
所
入
場
券
や
投
票

用
紙
の
準
備
に
も
追
わ
れ
た
各
自
治

体
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
頭
が
下
が

る
思
い
だ
。
解
散
は
首
相
の
専
権
事

頂
で
あ
り
、
前
も
っ
て
準
備
を
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
予
算
の
確
保
に
も

苦
労
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

真
冬
の
選
挙
に
は
、
こ
う
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が
、
最
大
の

問
題
は
、
当
初
年
度
予
算
案
を
審
議

す
る
予
算
委
員
会
の
時
期
に
重
な
っ

て
、
年
度
内
の
予
算
成
立
が
不
可
能

に
な
る
点
で
あ
る
。
予
算
が
成
立
し

な
い
と
、
４
月
１
日
か
ら
国
庫
か
ら

の
支
出
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
歴

代
首
相
は
こ
の
時
期
の
解
散
を
避
け

て
き
た
。
そ
れ
を
高
市
早
苗
首
相
は

あ
え
て
解
散
に
踏
み
切
っ
た
。
選
挙

中
は
野
党
か
ら
「
解
散
の
大
義
」
に

つ
い
て
批
判
を
受
け
た
が
、
そ
れ
で

も
「
高
市
早
苗
が
内
閣
総
理
大
臣
で

よ
い
の
か
」
と
い
う
審
判
を
受
け
る

こ
と
を
選
ん
だ
。

　

私
は
そ
の
決
断
を
尊
重
し
て
、
結

果
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
そ
し
て
、
高
市
首
相
が
内
政
外

交
に
思
い
切
っ
て
取
り
組
め
る
形
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

総
選
挙
を
勝
ち
抜
け
ば
、
い
よ
い

よ
高
市
流
の
外
交
を
本
格
的
に
展
開

で
き
る
。
訪
米
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
と
の
会
談
の
機
会
も
あ
る
だ
ろ
う

し
、
ロ
シ
ア
や
中
国
と
の
関
係
改
善

に
も
本
格
的
に
取
り
組
む
だ
ろ
う
。

中
国
に
対
し
て
強
気
の
高
市
首
相
だ

か
ら
こ
そ
築
け
る
日
中
関
係
が
あ
る

と
思
う
。

　

選
挙
で
高
市
内
閣
へ
の
国
民
の
支

持
が
証
明
さ
れ
れ
ば
、
中
国
側
と
し

て
も
こ
れ
以
上
の
対
立
は
得
策
で
は

な
い
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
。
私
が
選

挙
後
の
高
市
首
相
に
何
よ
り
も
期
待

す
る
の
は
、
思
い
切
っ
た
日
朝
首
脳

会
談
だ
。
拉
致
問
題
の
最
終
解
決
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

一
方
、
今
回
の
総
選
挙
で
私
に
と

っ
て
衝
撃
だ
っ
た
の
は
、
菅　

義
偉

元
首
相
が
立
候
補
せ
ず
、
政
界
引
退

を
発
表
し
た
こ
と
だ
。
ま
だ
77
歳
。

早
す
ぎ
る
。
体
調
が
よ
く
な
か
っ
た

と
聞
い
て
は
い
た
が
、
現
在
の
世
襲

議
員
中
心
の
永
田
町
で
た
た
き
上
げ

の
菅
元
首
相
は
唯
一
無
二
の
存
在
感

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
躍
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
た
だ
け
に
非
常
に

残
念
で
あ
る
。

　

秋
田
県
か
ら
就
職
で
上
京
し
、
大

学
に
通
い
な
が
ら
政
治
家
を
目
指
し

た
。
秘
書
か
ら
市
議
を
経
て
国
政
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
苦
労
人
で
あ

る
。
選
挙
区
を
自
分
の
足
を
使
っ
て

ま
わ
り
、
有
権
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
く
み
上
げ
て
、
国
民
全
体
の

生
活
向
上
に
生
か
す
。
そ
の
政
治
姿

勢
に
長
く
感
銘
を
受
け
て
き
た
。

　

77
歳
は
ま
だ
若
い
。
最
近
は
多
選

批
判
や
高
齢
の
候
補
者
を
批
判
す
る

風
潮
が
あ
る
が
、
政

ま
つ
り
ご
とに
年
齢
は
関

係
な
い
、
と
い
う
の
が
私
の
持
論
で

あ
る
。
多
選
は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の

仕
事
を
成
し
遂
げ
て
き
た
証
し
で
あ

る
。
地
元
の
た
め
、
国
民
の
た
め
、

き
ち
ん
と
活
動
し
て
い
れ
ば
、
多
選

に
な
る
の
は
必
然
だ
と
思
う
。
こ
れ

は
、
議
員
に
限
ら
ず
、
企
業
の
ト
ッ

プ
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

多
選
さ
れ
る
ほ
ど
の
実
績
を
正
当
に

評
価
す
べ
き
だ
と
思
う
。

　

菅
元
首
相
よ
り
年
上
の
私
は
、
世

間
的
に
は
も
う
引
退
の
時
期
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
や
り
残
し

た
こ
と
も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
仕
事
へ

の
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
も
う
少

し
お
付
き
合
い
を
願
い
た
い
。

　

さ
て
、
異
例
の
真
冬
の
総
選
挙
は

日
本
の
政
治
に
何
を
も
た
ら
す
の
だ

ろ
う
か
。

　

第
５
学
年
の
歯
周
外
科
実
習
が
２

月
18
日
（
水
）、
実
習
館
１
０
１
実
習

室
で
行
わ
れ
た
。
豚
顎
を
使
っ
た
実

習
で
、
学
生
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

吉
成
伸
夫
教
授
（
歯
科
保
存
学
講
座

（
歯
周
））
の
指
導
を
受
け
、
外
科
手

技
一
般
、
お
よ
び
歯
周
外
科
手
術
を

よ
り
実
践
的
に
学
ん
で
い
た
。

　

少
人
数
で
編
成
し
た
班
に
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
１
人
ず
つ
付
い
て

実
施
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
吉
成
教

授
が
手
技
、
手
術
ご
と
に
解
説
し
な

が
ら
実
演
す
る
様
子
を
自
席
の
モ
ニ

タ
ー
で
確
認
し
た
後
、
切
開
、
剥
離
、

各
種
歯
肉
弁
の
形
成
、
縫
合
法
、
実

践
編
と
し
て
、
臼
歯
部
の
フ
ラ
ッ
プ

手
術
（
ウ
エ
ッ
ジ
手
術
）、
歯
周
組
織

再
生
療
法
（bFGF2

の
応
用
）、
遊 吉成教授（左）の指導で実習に取り組む第５学年生

第５学年歯周外科実習
外科手技をより実践的に学ぶ
～豚顎を使い生体の感覚をとらえて模擬実習～

離
歯
肉
移
植
術
な
ど
の
手
術
に
取
り

組
み
、
理
解
を
深
め
た
。
吉
成
教
授

と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
実
習
室

内
を
く
ま
な
く
回
り
、
サ
ポ
ー
ト
の

必
要
な
学
生
に
は
す
ぐ
に
指
導
し
、

質
問
に
も
丁
寧
に
応
じ
な
が
ら
進
め

て
い
た
。

　

豚
顎
を
使
う
実
習
は
、
本
学
理
事

長
の
ご
理
解
を
得
て
、
吉
成
教
授
が

20
年
前
に
着
任
以
来
、
毎
年
卒
前
教

育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
臨
床
実

習
時
の
第
５
学
年
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
。
豚
顎
は
ヒ
ト
の
歯
周
組
織
と

よ
く
似
た
構
造
的
特
徴
か
ら
、
歯
科

の
外
科
手
技
の
学
修
に
適
し
、
卒
後

研
修
コ
ー
ス
や
大
学
の
実
習
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
で
は
よ
く
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
本
学
の
よ
う
に
卒
前
か
ら
実
習

で
活
用
し
て
い
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
。

　

吉
成
教
授
は
「
模
型
で
は
味
わ
え

な
か
っ
た
生
体
の
感
覚
を
と
ら
え
な

が
ら
、
臨
床
に
直
結
し
た
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
」
と
こ
の
実
習

の
意
義
を
述
べ
、
学
生
た
ち
の
成
長

に
期
待
し
た
。

　

実
習
に
は
、
さ
ら
な
る
技
術
向
上

を
目
指
す
臨
床
研
修
歯
科
医
も
10
人

参
加
し
、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
と

し
て
、
根
面
被
覆
術
な
ど
歯
周
形
成

外
科
手
術
を
中
心
に
、
吉
成
教
授
か

ら
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い
た
。
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豪雪地帯を走る選挙カー

　

痛
み
は
と
て
も
不
快
な
感
覚
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
和
ら
げ
る
方
法
は
太

古
か
ら
探
し
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

創
傷
の
よ
う
に
誰
に
で
も
原
因
が

分
か
る
場
合
な
ら
ば
、切
創
の
縫
合
、

骨
折
部
の
固
定
、
化
膿
し
て
腫
れ
あ

が
っ
た
場
合
に
は
、冷
湿
布
な
ど
と
、

な
ん
と
か
手
当
の
仕
様
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
激
し
い
頭
痛
や
胸
腹
部

の
内
臓
の
痛
み
な
ど
と
な
る
と
、
こ

れ
は
そ
の
人
が
犯
し
た
罪
に
対

す
る
神
の
罰
、
あ
る
い
は
何
者

か
の
呪
い
に
よ
る
悪
霊
の
仕
業

だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
そ
う
な
る
と
頼
れ

る
の
は
、
魔
力
を
使
え
る
魔
法

使
い
、よ
り
後
代
と
な
っ
て
も
、

聖
職
者
や
祈
禱
師
の
「
法
力
」

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

彼
等
が
後
代
の
「
お
医
者
さ

ま
（
内
科
医
）」
の
そ
も
そ
も

の
元
祖
で
す
。
ち
な
み
に
、
創

傷
の
手
当
を
す
る
職
人
た
ち
は

血
や
膿
に
触
れ
る
卑
し
い
職
業

人
と
し
て
、
近
世
以
前
は
「
お

医
者
さ
ま
」
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。
日
本
の
江
戸
時
代
に
も
内
科

＝
本
道
医
、
外
科
＝
外
道
医
で
し
た
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
も
、
激
し

い
頭
痛
は
悪
霊
が
鼻
の
穴
な
ど
か
ら

入
っ
た
た
め
と
考
え
、
悪
魔
払
い
の

大
が
か
り
な
儀
式
が
し
ば
し
ば
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

古
代
イ
ン
カ
帝
国
で
は
頭
蓋
穿
孔

手
術
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
出
土
し
た
人
骨
か
ら
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
頭
の
中
に
巣
く

っ
た
悪
魔
を
追
い
出
す
た
め
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
「
三
国
志
演
義
」
に
は
、

魏
の
曹
操
の
頭
痛
に
対
し
て
名
医
華

佗
（
世
界
最
初
の
開
腹
手
術
に
成
功

し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
華
岡
青

洲
の
全
身
麻
酔
開
発
に
ヒ
ン
ト
を
与

え
た
）
が
開
頭
手
術
を
提
案
す
る
話

が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
を
使
っ
て
痛
み
を
和
ら
げ
よ

う
と
す
る
こ
と
も
、
太
古
か
ら
試
み

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
長
い
年
月
の
間

に
、
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
鎮

痛
効
果
の
あ
る
植
物
が
次
々
に
見
出

さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

紀
元
前
３
０
０
０
年
ご
ろ
の
シ
ュ

メ
ー
ル
人
や
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
ヤ
ナ

ギ
の
樹
皮
を
鎮
痛
剤
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

も
発
熱
、
リ
ウ
マ
チ
や
出
産
の
痛
み

に
効
果
が
あ
る
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

数
千
年
前
に
は
、
ケ
シ
の
強
い
鎮

痛
や
鎮
静
の
効
果
が
あ
る
物
質
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

最
古
の
医
薬
の
記
録
と
さ
れ

る
「
エ
ー
ベ
ル
ト
・パ
ピ
ル
ス
」

（
紀
元
前
１
５
５
０
年
ご
ろ
）

に
は
、
ケ
シ
の
チ
ン
キ
（
生
薬

を
酒
や
水
に
浸
漬
さ
せ
た
薬

液
）
が
赤
ち
ゃ
ん
の
夜
泣
き

に
効
く
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や

古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
薬
用
と

し
て
栽
培
さ
れ
、
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
も
そ
の
効
果
を
認
め
て

い
ま
す
。
ロ
ー
マ
時
代
に
は
地

中
海
地
方
で
痛
み
止
め
や
下

痢
止
め
の
薬
と
し
て
貴
族
た

ち
に
は
広
く
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
、
ケ
シ
の
薬
効
成
分
で
あ

る
ア
ヘ
ン
に
つ
い
て
少
し
学
ん
で
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
赤
い
花
を
咲
か
せ
る
ケ

シ
の
一
種
（Opium

 Poppy

学
名

Papaver som
niferm

）
で
、
そ

の
未
熟
な
果
実
を
傷
つ
け
て
得
ら
れ

る
浸
出
乳
液
を
乾
燥
し
て
固
め
た
も

の
を
生
ア
ヘ
ン
（
漢
字
で
は
鴉
片
、

鴉
＝
カ
ラ
ス
は
中
国
語
で
「
烏
」
龍

茶
と
同
じ
く
黒
を
意
味
す
る
）。

　

不
思
議
な
こ
と
に
、
古
代
中
国
で

は
ア
ヘ
ン
は
全
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
遣
唐
使
時
代
の
わ
が
国

も
同
様
で
し
た
。
中
国
の
医
学
書
に

ア
ヘ
ン
が
登
場
す
る
の
は
10
世
紀
以

後
と
な
り
ま
す
。

痛みと歯科医療⑤

大
学
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
展
し
本
学
を
Ｐ
Ｒ

第
49
回
中
部
日
本
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ー

　

本
学
は
２
月
14
日
（
土
）、
15
日

（
日
）
の
２
日
間
、
名
古
屋
市
の
名

古
屋
市
中
小
企
業
振
興
会
館
で
開
か

れ
た
第
49
回
中
部
日
本
デ
ン
タ
ル
シ

ョ
ー
に
大
学
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
展
、

本
学
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
歯
科
医
療
の
発
展

と
充
実
を
目
的
に
東
海
４
県
の
歯
科

用
品
業
界
団
体
が
主
催
し
、
２
日
間

で
６
０
０
０
人
以
上
が
来
場
し
た
。

本
学
は
、
愛
知
県
歯
科
医
師
会
副
会

長
の
安
東
基
善
先
生（
10
期
生
）や
、

校
友
会
愛
知
県
支
部
の
飯
田
丈
二
支

部
長
（
８
期
生
）、
糸
山　

暁
専
務

理
事
（
16
期
生
）、
鈴
木
康
次
前
支

部
長
（
３
期
生
）
を
中
心
と
す
る
校

友
会
会
員
の
支
援
と
協
力
で
出
展
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
大
学
広
報
業
務

に
携
わ
る
企
画
調
査
室
職
員
２
人
が

案
内
役
を
務
め
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
、
進
学
先
を
検
討
中

の
学
生
に
本
学
の
特
色
を
伝
え
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
２
０
２
７
年
度
入
学

者
向
け
の
学
生
募
集
要
項
、
一
日
体

験
入
学
の
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
の
資
料

を
並
べ
、
職
員
が
、
来
場
者
に
資
料

を
わ
た
し
た
り
質
問
に
応
じ
た
り
し

た
。
２
日
間
を
通
し
て
、
ブ
ー
ス
に

立
ち
寄
る
校
友
会
会
員
が
目
立
っ

た
。「
卒
業
生
で
す
が
、
最
近
の
大

左から植野助手、原田寿久校友会専務理事、安東先生、生駒紀幸先生（47 期生）

学
は
ど
う
で
す
か
？
」「
〇
〇
先
生

は
お
元
気
で
す
か
？
」
な
ど
と
話
し

な
が
ら
足
を
止
め
、
資
料
を
手
に
取

る
と
、
新
た
な
学
費
や
、
歯
科
医
師

国
家
試
験
の
新
卒
合
格
率
が
近
年
高

水
準
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に

高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

　

広
報
を
担
当
し
た
植
野
裕
司
助
手

は
「
貴
重
な
機
会
に
大
学
を
Ｐ
Ｒ
で

き
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
校
友
の
先

生
方
に
感
謝
し
ま
す
」
と
参
加
を
振

り
返
っ
て
い
た
。
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本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
、

本
年
度
新
た
に
大
学
エ
ン
ブ
レ
ム

が
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
白
の
ト
ー
ト

バ
ッ
グ
が
加
わ
っ
た
。
病
院
売
店

ビ
ー
ン
ズ
カ
フ
ェ
の
レ
ジ
横
の
特

設
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
い
て
、

清
潔
感
の
あ
る
す
っ
き
り
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
と
使
い
や
す
さ
が
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
は
や
や
厚
手
の

キ
ャ
ン
バ
ス
地
で
、
明
る
く
透
明

感
の
あ
る
白
色
が
特
徴
だ
。
縦
約

38
セ
ン
チ
、
横
約
28
セ
ン
チ
で
、

Ａ
４
判
の
書
類
や
テ
キ
ス
ト
、
ノ

ー
ト
な
ど
が
き
れ
い
に
収
ま
り
、

持
ち
手
の
長
さ
が
約
52
セ
ン
チ
あ

る
の
で
肩
掛
け
で
も
使
い
や
す
い

形
状
と
な
っ
て
い
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
青
色
を
基
調
に
し

て
校
章
の
「
Ｍ
」
の
マ
ー
ク
を
中

心
に
あ
し
ら
い
、
取
り
巻
く
よ
う

に
円
弧
状
に
英
語
の
大
学
名
と
創

立
年
が
入
っ
て
い
る
。

　
「
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
中
で
も
一

番
使
い
や
す
い
大
き
さ
で
は
な
い

か
」「
贈
り
物
に
し
た
ら
喜
ば
れ

た
」
な
ど
と
購
入
者
に
好
評
で
、

「
文
字
や
生
地
が
違
う
色
の
も
の

も
ほ
し
い
」「
別
の
文
房
具
と
シ

リ
ー
ズ
化
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
購
入
者

の
８
割
以
上
は
本
学
の
教
員
や
職

員
だ
が
、
大
学
関
係
者
以
外
で
関

心
を
寄
せ
る
人
も
少
な
く
な
い
よ

う
だ
。
病
院
売
店
で
は
「
ぜ
ひ
手

に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　

価
格
は
１
個
１
１
０
０
円
（
税

込
み
）。
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摂食嚥下リハビリテーションセンター
～飲み込む幸せを

続けるために～

訪
問
診
療
用
の
嚥
下
内
視
鏡

　

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
は
、
食
事
の
際
の
む
せ
や

飲
み
込
み
に
く
さ
と
い
っ
た
困
り
ご

と
に
対
し
て
原
因
を
検
査
し
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
食
事
の
際
の

工
夫
の
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
全
身
の
筋
力
が
低

下
し
て
く
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
飲

み
込
み
の
筋
力
、
す
な
わ
ち
嚥
下
機

能
も
だ
ん
だ
ん
と
低
下
し
て
い
き
ま

す
。
我
々
は
普
段
、呼
吸
の
よ
う
に
、

あ
ま
り
意
識
せ
ず
と
も
飲
み
込
む
筋

肉
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
く
る

と
、
今
ま
で
問
題
な
く
で
き
て
い
た

よ
う
な
こ
と
が
少
し
ず
つ
弱
っ
て
き

た
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
た
り
し

て
、
水
分
を
飲
ん
だ
際
の
む
せ
や
、

食
物
・
薬
が
の
ど
に
残
っ
た
ま
ま
に

な
る
と
い
っ
た
症
状
と
し
て
現
れ
て

き
ま
す
。

　

そ
の
症
状
が
喉
の
、
ど
の
部
分
の

機
能
低
下
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
調

べ
る
た
め
に
、「
嚥
下
内
視
鏡
検
査
」

と
「
嚥
下
造
影
検
査
」
と
呼
ば
れ
る

検
査
方
法
を
用
い
ま
す
。

　

嚥
下
内
視
鏡
検
査
は
、
鼻
か
ら
フ

ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
を
挿
入
し
た
状

態
で
口
か
ら
飲
食
し
て
い
た
だ
き
、

気
管
と
食
道
が
分
か
れ
る
付
近
を
流

れ
る
飲
食
物
の
様
子
を
カ
メ
ラ
で
観

察
す
る
方
法
で
す
。
鼻
へ
の
挿
入
時

に
違
和
感
を
伴
い
ま
す
が
、
飲
食
物

や
唾
液
が
喉
の
ど
こ
に
残
留
す
る
の

か
を
評
価
で
き
、
来
院
困
難
な
患
者

さ
ん
に
対
し
て
も
居
宅
や
、
施
設
に

お
け
る
訪
問
診
療
時
に
ベ
ッ
ド
サ
イ

ド
で
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

嚥
下
造
影
検
査
は
、
胃
の
検
査
等

で
使
用
さ
れ
る
バ
リ
ウ
ム
を
飲
食
物

に
混
ぜ
、
そ
れ
を
食
べ
て
い
る
様
子

を
Ｘ
線
撮
影
す
る
方
法
で
す
。
こ
ち

ら
は
外
来
で
の
み
実
施
可
能
な
方
法

で
す
が
、
検
査
に
痛
み
を
感
じ
ず
に

口
腔
内
か
ら
食
道
ま
で
の
広
範
囲
を

流
れ
て
い
く
様
子
を
観
察
で
き
、
気

管
へ
の
誤
嚥
の
評
価
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
得
意
な
点
と

不
得
意
な
点
が
あ
り
、
状
況
に
応
じ

て
使
い
分
け
ま
す
が
、
外
か
ら
は
う

か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
嚥
下
機
能
低

下
の
原
因
を
診
断
す
る
の
に
有
効
で

す
。

　

機
能
が
低
下
し
て
き
て
い
る
部
分

が
分
か
る
こ
と
で
、
次
に
そ
の
部
位

の
動
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ハ
ビ
リ

を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
状
態
に
合
わ
せ
て
訓
練
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
喉
の
筋
力
を
鍛
え

て
い
く
方
法
や
、
飲
み
込
み
を
楽
に

し
て
安
全
に
食
事
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
の
水
分
へ
の
と
ろ
み
指

導
、
食
事
姿
勢
の
調
整
へ
と
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
食
事
は
生
き

る
楽
し
み
の
上
位
に
位
置
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
機
能

低
下
を
把
握
し
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ

の
介
入
を
行
う
こ
と
で
、
嚥
下
機
能

の
維
持
を
図
り
、
心
と
体
の
健
康
を

支
え
て
い
け
る
こ
と
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

（
地
域
連
携
歯
科　

助
教　

田
村
瞬
至
）

病院売店 Beans Café
オリジナルトートバッグ
好評販売中

トートバッグを肩に掛ける学生

　

会
は
、
歯
学
部
卒
業
生
の
千
葉
紗

記
さ
ん
が
司
会
進
行
役
を
務
め
、
卒

業
準
備
委
員
会
委
員
長
の
箕
浦
史
絵

菜
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
っ
た
。

箕
浦
さ
ん
は
「
振
り
返
る
と
歯
学
部

卒業謝恩祝賀会

祝福に包まれ未来永劫の絆を誓いあう

　

卒
業
謝
恩
祝
賀
会
が
２
月
５
日
（
木
）
の
卒
業
式
終
了
後
、
図
書
会

館
１
階
ホ
ー
ル
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
。
歯
学
部
卒
業
生
と
大
学
院

修
了
生
が
恩
師
に
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
伝
え
、
苦
労
を
共
に
し
た
学
友

や
駆
け
付
け
た
後
輩
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

で
の
学
生
生
活
は
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
く
勉
強
や
実
習
、
試
験
に

追
わ
れ
る
日
々
だ
っ
た
。
思
う
よ
う

に
い
か
ず
悩
ん
だ
こ
と
や
何
度
も
壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ

で
す
」
と
感
謝
し
た
。

　

矢
ヶ
﨑　

雅
理
事
長
は
「
こ
れ
か

ら
は
み
ん
な
の
時
代
。
心
か
ら
思
う

こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
ほ
し
い
。

ご
卒
業
本
当
に
お
め
で
と
う
」
と
卒

業
生
の
前
途
を
祝
福
し
た
。

　

乾
杯
の
発
声
は
、
内
閣
官
房
参
与

で
本
学
理
事
（
特
命
）
の
飯
島　

勲

特
命
教
授
が
担
い
「
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ご
活
躍
と
ご
健
闘

を
祈
念
し
ま
す
」
と
述
べ
、
開
宴
を

卒業を迎えた
いまの気持ちを !
ひとこと

インタビュー
　晴れて卒業式を迎え、新たな世
界に羽ばたいていく卒業生を代表
して３人に、一問一答形式でいま
の気持ちを聞きました。
　質問は以下の通り。
①卒業式を迎えた感想は？
②学生生活を振り返り、松本

歯科大学に入ってよかった
と思うことは何ですか？

③これからの抱負は？
④後輩へのひとことを。
⑤恩師へのひとことを。

千葉紗記さん宮田星南君

①
無
事
に
卒
業
で
き
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
安
堵
の
気
持
ち
。

②
６
年
間
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
多

く
の
仲
間
、
先
生
方
と
出
逢
え
た

①
長
か
っ
た
学
生
生
活
が
終
わ
り
、

達
成
感
と
少
し
の
寂
し
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

②
歯
科
医
師
と
し
て
の
基
礎
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る

環
境
で
学
べ
た
こ
と
。

③
学
び
続
け
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
患

者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
歯
科

医
師
を
目
指
し
ま
す
。

④
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

⑤
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

箕浦史絵菜さん

①
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
迎
え

た
卒
業
の
日
に
、
感
謝
と
達
成
感

を
覚
え
ま
す
。

②
仲
間
や
先
生
方
、
職
員
の
方
々
に

恵
ま
れ
、
学
び
の
多
い
学
生
生
活

を
送
れ
た
こ
と
。

③
常
に
学
び
続
け
、
患
者
さ
ん
に
信

頼
さ
れ
る
歯
科
医
師
を
目
指
し

て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

④
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
仲

間
を
大
切
に
し
て
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い

ま
す
。

⑤
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い
た
だ
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

告
げ
た
。

　

卒
業
生
や
修
了
生
は
、
混
雑
す
る

会
場
を
移
動
し
て
は
恩
師
を
探
し
、

あ
ら
た
め
て
謝
意
を
伝
え
る
と
と
も

に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。
ま
た
、

友
達
と
互
い
に
記
念
写
真
を
撮
り
合

っ
た
り
、
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
っ

た
り
し
て
い
た
。

　

祝
宴
で
は
、
在
学
生
有
志
で
つ
く

る
合
唱
隊
に
よ
る
校
歌
斉
唱
や
、
歯

科
補
綴
学
講
座
の
植
野
裕
司
助
手
が

学
生
生
活
の
写
真
や
卒
業
式
当
日
の

様
子
を
含
め
て
編
集
し
た
、
６
年
間

の
出
来
事
を
凝
縮
し
た
思
い
出
映
像

の
投
影
も
あ
り
、
卒
業
生
や
修
了
生

は
、
参
加
し
た
ご
家
族
と
一
緒
に
、

こ
こ
ま
で
の
歩
み
を
笑
顔
で
振
り
返

っ
て
い
た
。

こ
と
。

③
歯
科
医
師
と
し
て
、
そ
し
て
人
と

し
て
よ
り
良
い
人
間
に
な
り
た
い
。

④
生
活
に
お
い
て
も
勉
学
に
お
い
て

も
皆
で
支
え
合
い
、
一
日
一
日
を

大
切
に
。

⑤
先
生
方
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
楽

し
い
生
活
を
送
れ
、
卒
業
で
き
ま

し
た
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

飯島特命教授の音頭で乾杯する卒業生ら

歯学部卒業生の千葉さんが司会進行役を務めて賑やかに行われた卒業謝恩祝賀会

―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―

―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―
◇
―
―
―

一
同
で
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
全
員
合
格
を
願
っ
て
気
勢
を
上
げ
る
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2027年度 松本歯科大学入試概要
入試区分

総合型選抜 学校推薦型選抜
校友子女選抜

（Ⅰ期） （Ⅱ期） ( 公募制 ) ( 指定校 )
募集人員（96 名）※ 10名 3名 3名 5名

出願期間
2026年10月 5日㊊

▼
10月21日㊌

2027年２月 1日㊊
▼

２月17日㊌

2026年11月 2日㊊
▼

11月19日㊍

2026年11月 2日㊊
▼

11月19日㊍
試験日 10 月 24 日㊏ ２月 22 日㊊ 11 月 25 日㊌ 11 月 25 日㊌

合格発表 11月 2日㊊ ２月27日㊏ 11月30日㊊ 11月30日㊊

入学手続　
期間

2026年11月 4日㊌
▼

11月20日㊎

2027年３月 1日㊊
▼

３月15日㊊

2026年12月 1日㊋
▼

12月18日㊎

2026年12月 1日㊋
▼

12月18日㊎

試験場 本学

入学検定料 30,000円

試験科目 教養考査：英語､ 国語などの基礎知識（60分）　　　小論文：600字（60分）　　　面接：個人面接

入試区分
一般選抜 共通テスト利用選抜

( Ⅰ期 ) ( Ⅱ期 ) ( Ⅲ期 ) ( Ⅰ期 ) ( Ⅱ期 ) ( Ⅲ期 )
募集人員 10名 6名 3名 20名 10名 5名

出願期間
2027年１月 5日㊋

▼
１月26日㊋

2027年２月 1日㊊
▼

２月17日㊌

2027年２月 24日㊌
▼

３月10日㊌

2027年１月 5日㊋
▼

１月26日㊋

2027年２月 1日㊊
▼

２月17日㊌

2027年２月 24日㊌
▼

３月10日㊌

試験日 ※２月 1 日㊊
２月 2 日㊋ ２月 22 日㊊ ３月 16 日㊋ 本学の個別試験なし

合格発表 ２月 6日㊏ ２月27日㊏ ３月18日㊍ ２月 6日㊏ ２月27日㊏ ３月18日㊍

入学手続
期間

2027年２月 8日㊊
▼

２月24日㊌

2027年３月 1日㊊
▼

３月15日㊊

2027年３月 19日㊎
▼

３月26日㊎

2027年２月 8日㊊
▼

２月24日㊌

2027年３月 1日㊊
▼

３月15日㊊

2027年３月 19日㊎
▼

３月26日㊎

試験場　　　　　　　　 本学 ･東京・大阪 ─

入学検定料 30,000円 15,000円

試験科目

外国語：英語 (60分 ･100点 )
選択科目：数学 ･理科のうちから
　　　　　１科目選択(60分･100点)
小論文：600字 (60分 ･100点 )
面接：個人面接

選択科目：
英語 ･数学 ･理科の
うちから1科目選択
(60分 ･100点 )
小論文：
600字 (60分 ･100点 )
面接：個人面接

大学入学共通テスト
利用教科・科目　

外国語：｢英語｣ ( リーディング ･リスニング )
数　学：｢数学Ⅰ､ 数学Ａ｣「数学Ⅱ、
　　　　数学B､ 数学C｣ から1科目
理　科：｢物理基礎、化学基礎､ 生物基礎、

地学基礎｣「物理｣ ｢化学｣ ｢生物｣
から1科目

※一般選抜 (Ⅰ期 ) の入試日は両日のうちから希望する試験日を選択可｡ または両日とも受験可 (いずれか高得点の成績を合否判定に用います )。
　一般選抜と共通テスト利用選抜の同時出願もできます｡ 募集人員の総計には留学生選抜の人員が含まれています。

● 在学生が案内するキャンパスツアー　● 教授の模擬講義
● 在学生のプレゼンテーション　　　● 学生食堂でランチ体験
● 歯科大生になったつもりで模擬実習　● 入試説明 ･ 個別進学相談会

詳細＆参加申し込みは
下の QR コードから

歯学部進学の選択肢が拡がる！

﹁一日体験入学 2026﹂ 開催中
２／ 22 ㊐ 3 ／ 14 圡 ４／ 19 ㊐ ５／ 17 ㊐ ６／ 14 ㊐

7 ／ 26 ㊐ ８／ 1 圡 ８／ 9 ㊐ ９／ 6 ㊐

10 ／ 18 ㊐ 11 ／ 8 ㊐ 12 ／ 13 ㊐

参加者特典 学生寮﹁CAMPUS INN﹂のゲストルームに宿泊体験できます。 無料

7 ／ 5 ㊐
'27 ２／ 21 ㊐ '27 3 ／ 14 ㊐

　

本
学
歯
学
部
の
２
０
２
６
年
度
入

学
者
を
対
象
と
す
る
一
般
選
抜
（
Ⅰ

期
）が
２
月
２
日（
月
）と
３
日（
火
）、

本
学
と
東
京
、
大
阪
の
３
会
場
で
一

斉
に
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験

会
場
に
集
ま
っ
た
受
験
生
た
ち
は
、

　

歯
学
部
の
２
０
２
７
年
度
入
試
日

程
に
併
せ
て
「
一
日
体
験
入
学
」
の

新
た
な
開
催
日
が
決
定
し
、
そ
の
皮

切
り
と
し
て
２
月
22
日
（
日
）、
参

歯学部進学志望者の早めの目標設定に対応
2027年度入学試験日程が決まる

※国内実施分のみ掲載

　

厚
生
労
働
省
の
「
指
定
運
動
療
法

施
設
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
松
本
歯

病
院
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

運
動
療
法
施
設
認
定
更
新
に
向
け
現
地
調
査

科
大
学
病
院
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
１
月
28
日
（
水
）、
認
定
を
更

新
す
る
た
め
の
現
地
調
査
が
行
わ
れ

た
。
更
新
は
10
年
ご
と
に
行
う
必
要

が
あ
り
、
現
地
調
査
の
実
施
機
関
で

あ
る
「
公
益
財
団
法
人
日
本
健
康
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
」
の
調
査
係
員
が
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
て
、
更
新
の
手
続
き
書

類
や
施
設
の
状
況
を
細
か
く
確
認
し

助
言
し
た
。

　

調
査
係
員
は
、
書
類
に
記
載
さ
れ

た
内
容
は
適
正
か
、
書
類
に
記
載
さ

れ
た
と
お
り
に
施
設
内
の
設
備
が
配

置
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
い
る
か
な
ど

を
、
同
セ
ン
タ
ー
の
大
槻
美
佳
健
康

運
動
指
導
士
に
確
認
す
る
な
ど
し
な

が
ら
調
査
し
て
い
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
８
年
、
地

域
住
民
の
健
康
増
進
や
病
気
予
防
へ

の
貢
献
を
目
指
し
て
開
設
さ
れ
た
。

２
０
１
６
年
に
厚
労
省
の
「
健
康
増

進
施
設
」
の
認
定
を
受
け
、
そ
の
翌

年
に
は
よ
り
厳
し
い
基
準
を
満
た
し

た
「
健
康
増
進
施
設
」
が
対
象
と
な

る
格
上
の
「
指
定
運
動
療
法
施
設
」

に
認
定
さ
れ
た
。「
指
定
運
動
療
法

施
設
」
は
、
医
師
か
ら
運
動
処
方
せ

ん
を
発
行
さ
れ
た
人
が
運
動
療
法
と

し
て
利
用
す
る
場
合
、
利
用
料
が
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
。
同
セ
ン

タ
ー
も
、
生
活
習
慣
病
改
善
の
た
め

の
運
動
療
法
と
し
て
、
20
～
30
代
の

若
い
世
代
の
利
用
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。「
指
定
運
動
療
法
施
設
」

は
本
年
１
月
現
在
、
全
国
に
２
８
３

カ
所
、
県
内
に
は
10
カ
所
あ
り
、
塩

尻
市
内
で
は
本
学
の
み
と
な
る
。

　

大
槻
健
康
運
動
指
導
士
は
「
認
定

更
新
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
セ
ン
タ

ー
長
・
佐
藤　

晶
准
教
授
、
川　

茂

幸
特
任
教
授
、
皆
さ
ま
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医

と
連
携
し
て
、
一
人
一
人
に
寄
り
添

っ
た
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
た
。
認
定
の
更
新
は
、
手
続

き
が
順
調
に
進
め
ば
今
夏
に
は
完
了

す
る
見
通
し
だ
。

歯
学
部
の
入
試
本
格
始
動
・
一
般
選
抜
（
Ⅰ
期
）

本
学
・
東
京
・
大
阪
の
３
会
場
で
実
施
さ
れ
る

真
剣
な
表
情
で
問
題
と
向
き
合
い
、

集
中
を
切
ら
す
こ
と
な
く
解
答
用
紙

に
鉛
筆
を
走
ら
せ
て
い
た
。

　

一
般
選
抜
（
Ⅰ
期
）
は
例
年
、
連

続
す
る
２
日
間
を
試
験
日
に
設
定
し
、

受
験
生
が
い
ず
れ
か
希
望
す
る
試
験

日
を
選
べ
る
よ
う
に
し
て
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
希
望
す
れ
ば
２
日
間

受
験
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
場
合

は
２
日
目
の
入
学
検
定
料
は
免
除
と

す
る
上
に
高
得
点
の
成
績
を
合
否
判

定
に
使
用
す
る
方
式
と
し
て
い
る
た

め
、
本
年
度
も
両
日
と
も
受
験
す
る

受
験
生
が
目
立
っ
た
。

　

２
月
は
こ
の
ほ
か
、
本
学
な
ど
で

24
日（
火
）に
総
合
型
選
抜（
Ⅱ
期
）、

一
般
選
抜（
Ⅱ
期
）、編
入
学
選
抜（
Ⅱ

期
）
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
本
学
の
個

〔
採
用
〕�

１
月
19
日
付

　
久
冨　
　

優�

（
病
院
歯
科
外
来
診
療
科
（
保
存
科
）（
派
遣
職
員
））

別
試
験
を
行
わ
な
い
共
通
テ
ス
ト
利

用
選
抜
（
Ⅰ
期
）
お
よ
び
（
Ⅱ
期
）

も
実
施
さ
れ
た
。

　

ま
た
留
学
生
を
募
集
す
る
入
学
試

験
も
韓
国
で
実
施
さ
れ
、15
日
（
日
）

に
留
学
生
選
抜
（
Ｋ
）
と
編
入
学
選

抜
（
Ｋ
）
が
行
わ
れ
た
。

　

残
る
本
年
度
入
試
は
、
と
も
に
出

願
期
間
が
３
月
11
日
（
水
）
ま
で
の

一
般
選
抜
（
Ⅲ
期
）
と
共
通
テ
ス
ト

利
用
選
抜
（
Ⅲ
期
）
の
み
と
な
る
。

一
般
選
抜
（
Ⅲ
期
）
は
３
月
17
日

（
火
）、
本
学
と
東
京
、
大
阪
の
３
会

場
で
予
定
さ
れ
る
。

通年の新日程
一日体験入学スタート
参加者が歯科への

理解と興味を深める

加
希
望
の
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
ら

を
迎
え
て
実
施
し
た
。

　

一
日
体
験
入
学
は
、
歯
学
部
進
学

を
決
め
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
か
ら
進
学
先
を
具
体
化
し
て
い
こ

う
と
い
う
人
も
含
め
て
受
け
付
け
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
模
擬
授
業
、

学
生
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
本
学

を
知
り
、
よ
り
多
く
の
人
に
歯
科
大

学
と
歯
科
医
師
と
い
う
職
業
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
く
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
創
立
30
年
記
念

棟
に
集
合
し
、
学
生
に
よ
る
大
学
紹

介
や
教
授
の
模
擬
講
義
な
ど
を
受
け

た
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
繰
り

出
す
。
講
義
館
で
は
、
案
内
役
の
学

生
が
、
実
際
に
授
業
で
配
布
す
る
資

料
を
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
出
席
の

確
認
方
法
や
授
業
の
進
め
方
、
ど
の

よ
う
に
成
績
が
評
価
さ
れ
る
の
か
な

ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
す
る
。

参
加
者
の
質
問
に
も
随
時
、
学
生
の

目
線
で
応
え
て
い
く
。

　

参
加
希
望
者
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
。

一日体験入学案内ポスター（前期のみ掲載）

現地調査に対応する大槻美佳健康運動指導士（左）

一
般
選
抜
Ⅰ
期
（
東
京
会
場
）
試
験
の
説
明
を
受
け
る
受
験
生

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

１
日
㈰

　
第
35
回
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験

２
日
㈪
～
４
日
㈬

　

後
期
定
期
試
験
（
衛
生
学
院
第
２
学
年
）

３
日
㈫

　

衛
生
学
院
卒
業
証
書
授
与
式

16
日
㈪

　

第
119
回
歯
科
医
師
国
家
試
験

　
　

合
格
発
表

17
日
㈫

　

一
般
選
抜

（Ⅲ期）

　

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜

（Ⅲ期）

19
日
㈭

　

合
格
発
表

　
　

一
般
選
抜

（Ⅲ期）

　
　

共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜

（Ⅲ期）

25
日
㈬

　

大
学
院
発
表
会

26
日
㈭

　

第
35
回
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験

　
　

合
格
発
表

■お問い合わせ■

●試 験 日
3月17日㈫

●出願期間
2月25日㈬～ 3月11日㈬

●試 験 場
本学・東京・大阪

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学 入試広報係

www.mdu.ac.jp

一 般 選 抜（Ⅲ期）

共通テスト利用選抜（Ⅲ期）※

※ 共通テスト利用選抜の本学個別試験はありません。


